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点訳広報、声の広報も製作しています新型コロナウイルス感染症の影響で、掲載している内容が変更となっている場合があります
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8月1日

平和都市宣言の理念に基づき、これまで実施し
ていた｢平和のつどい｣に代わり実施します。
と　　き　�8月26日(金) ･ 27日(土)の午前9時～午

後4時30分
と こ ろ　市民文化会館
展示内容　�【展示室1・2】広島市の高校生と被爆者

の共同制作による｢原爆の絵｣の複製原
画や、市で保存している戦争史料、市
民団体による作品など

　　　　�【小ホールホワイエ】平和の旅で広島に
派遣した中学生の参加報告、令和4年
度中学生平和作文の受賞作品◇27日に
は、受賞者の表彰式があります

▪担市民協働課 94-4714

原子力爆弾による死没者や戦没者の霊を慰め、世界の恒久平和を祈
念するため、家庭や学校などで1分間の黙とうをお願いします。
黙とう日時 
8月 6日(土)午前8時15分【広島に原子力爆弾が投下された日】
8月 9日(火)午前11時2分【長崎に原子力爆弾が投下された日】
8月15日(月)正午【戦没者を追悼し平和を祈念する日】
▪担福祉総務課 94-4719
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座する平和慰霊塔は、市内の戦没者の家族らで組
織する市遺族会から｢平和の象徴となる場を｣との
要望を受け、昭和55（1980）年に完成しました。
5月15日に沖縄が本土に復帰して50年を迎えた
今年、我が国を取り巻く社会情勢は大きく変化し
ています。ウクライナにおける人道危機や隣国に
よる度重なるミサイル発射、領海・領空侵犯など
国際秩序の根幹を揺るがす事態が起きており、原
油価格や物価の高騰など私たちの暮らしにも暗い
影を落としています。
本市は平成5（1993）年に施行した平和都市宣言
に基づき、恒久平和の実現に努めるとともに、文
明社会の壊滅をもたらす核兵器の廃絶を求めてい
ます。戦争の悲劇を繰り返さないため、平和の尊
さを今一度考えてみませんか◇8面には4人の中学
生が「平和を感じる瞬間」について掲載しています



2第1250号　令和4（2022）年8月1日

令和5年4月採用の市職員を募集
　受験希望者は、受験案内を確認の上、申込書を郵送で提出し
てください。受験案内や申込書は市ホームページ｢職員採用｣か
ら入手できます。
受付期間　8月31日（水）まで※消印有効
試 験 日　受験案内でご確認ください

▪担職員課 94-4873

※新型コロナウイルス感染症対策をしながら実施しています
＊活動サポーターは募集していません
▪担青少年課 94-4647 seisyounen@isehara-city.jp

マイナポイント第2弾について
　マイナンバーカードを取得している人を対象とした、マイナポイント
の申請が始まっています。ポイントを受け取るには、すでに新規取得者
向けポイントを申請済みの人や健康保険証･公金受取口座を登録済みの
人も申請が必要です。
　詳しくは総務省のホームページ、または右のQRコードか
ら確認を◇電話（ 94-4711※最初に｢マイナポイントの件｣と
お伝えください）や市役所3階3B会議室でも申請手続きのサ
ポートをしています

対　　象　�9月末までにマイナンバーカードを申請した人◇顔写真の撮
影など、申請手続きのサポートを実施しています（予約制）。
詳しくは戸籍住民課（ 94−4713）にお問い合わせください

申請期限　令和5年2月28日（火）
▪担情報政策課 94-4550

9月11日(日)は市民総ぐるみ大清掃
　自宅周辺の広場や公園、道路、河川など公共の場所を地域の皆さんで
きれいにしましょう◇小雨実施、中止の場合は午前7時30分に防災いせ
はらや市ホームページ、くらし安心メールなどでお知らせします
とき　9月11日(日)午前8時～9時※午前9時15分から収集を開始します
▪担環境美化センター 94-7502

マイナポイント事業

ポイント付与・申請について
ポイント対象 付与ポイント 付与方式

①カード新規取得 最大5000円相当 チャージ、または利用に対し
付与率25％のポイントを付与

②健康保険証利用申し込み
（すでに申込済みの人も含む）

各7500円相当 チャージや利用に関係なく、
直接付与③公金受取口座登録

（すでに登録済みの人も含む）

※①を申請済みの人も②③の申請が必要です。6月29日までに①を申請済みの
人は②③では別の決済サービスを選択できます。6月30日以降に①を申請する
場合は、①～③は全て同じ決済サービスになります
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募集職種など
職　種 受 験 資 格 募集人数

土木（上級）

昭和57年4月2日から平成4年4月1日まで
に生まれた人で、建設会社や土木会社、
公的機関などにおける土木技術職として
の勤務経験が令和4年4月1日時点で通算
して5年以上ある人◇詳しくは、受験案
内でご確認ください

若干名

事務（初級）
【障がい者対象】

昭和62年4月2日以降に生まれた人で、障
害者手帳などの交付を受けている人 1人

※各職種とも地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する人は受験で
きません

いせはら未来っ子クラブ
｢たかべや教室｣を開校します

一緒に活動するボランティアスタッフを募集しています
　放課後子ども教室（愛称　いせはら未来っ子クラブ）は、放課
後の子どもたちが安全･安心に過ごす居場所づくりとして、学
校施設を活用して実施している事業です。現在7小学校で開校
しています。
　10月下旬から、高部屋小学校区で新規教室がスタートするの
に伴い、運営のお手伝いをしていただけるボランティアスタッ
フ（活動サポーター）を募集します。
　特別な資格は不要です。子どもが好き
な人、熱意と責任感をもって取り組んで
いただける人なら大歓迎です。地域住民
がスタッフとして参画することで、子ど
もと大人の交流が図られ、コミュニティ
の活性化も期待されます。
活動日時　�給食がある月曜日の放課後（午後1時～4時45分）
活動場所　高部屋小学校
対　　象　20歳以上の人（令和4年8月1日現在）
活動内容　�児童の見守り、工作指導などプログラムのサポー

ト、会場準備・片づけほか
謝　　礼　1回の協力につき1000円（要登録）
申し込み　�住所、氏名、電話番号、希望教室を明記し電子メー

ル、または電話で担当にお申し込みください
未来っ子活動サポーターになりませんか
　たかべや教室以外でも、活動サポーターを随時募集していま
す（複数の学校で活動することもできます）。ご協力いただける
人は、担当にご連絡ください。
　特技を生かして、教室のプログラムを実施していただける講
師も募集しています。
いせはら未来っ子クラブ実施一覧表

教室名 活動場所 活動日時(いずれも給食がある日)
いしだ 石田小学校 毎週月曜日13：30～16：30
いせはら 伊勢原小学校 毎週水曜日14：15～16：30
おおやま* 大山小学校 毎週水曜日14：15～16：20
ひびた 比々多小学校 毎週水曜日または金曜日14：30～17：00
なるせ 成瀬小学校 毎週木曜日14：15～16：45
さくらだい 桜台小学校 毎週木曜日14：15～16：20
たけぞの 竹園小学校 毎週木曜日14：25～16：40

サポーター活動の様子
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休日夜間急患診療（1次救急）
伊勢原2丁目7-31　伊勢原シティプラザ内

診療所名 区　分 診療受付時間

休日夜間急患診療所
93-5019

内科･小児科･外科

休日
（日曜日･祝日）

 9:00〜11:30
14:00〜16:30

夜間
（休日を含む毎日） 19：30〜22：45

休日歯科診療所
95-3121

休日
（日曜日･祝日）

 9：00〜11：30
13：00〜16：30

※�眼科･耳鼻咽喉科（9：00～16：30）と2次救急の当番医は、
消防署（ 95-2119）へお問い合わせください

※�休日夜間急患診療所、休日歯科診療所受診後は、必ず
かかりつけ医を受診してください

かながわ小児救急ダイヤル
045-722-8000　18：00〜翌日8：00（年中無休）

▪担子育て支援課 94-4637

乳幼児健康診査･相談 � 8/2～19実施分
母子健康手帳と健康診査票、バスタオルのほか、
1歳6カ月児健康診査と2歳児歯科健康診査は歯
ブラシ、3歳児健康診査は歯ブラシと視聴覚ア
ンケートをお持ちください▪場伊勢原シティプラ
ザ（お誕生日前健康診査を除く）▪費無料

ごっくん離乳食教室
4～6カ月児の楽しい離乳食の進め方を学ぶ▪時8
月29日（月）午後1時15分～3時（受付は午後1時～）
▪場市役所分室▪定15人（申込順）

項　目 対　　象 日程･受付時間
4カ月児
� 健康診査

令和 4年 3月16日～31日生  8/ 2（火） 12：30〜
　13：30令和 4年 4月 1日～15日生  8/16（火）

7カ月児
� 健康相談

令和 3年12月 1日～15日生  8/ 5（金）  9：15〜
　10：15令和 3年12月16日～31日生  8/19（金）

お誕生日前
� 健康診査

満10カ月～誕生日前日に、指定した医療機
関で受診。受診票は医療機関にあります。

1歳6カ月児
� 健康診査

令和 3年 1月16日～31日生  8/ 5（金）

12：30〜
　13：30

令和 3年 2月 1日～15日生  8/19（金）
2歳児歯科
� 健康診査

令和 2年 8月 1日～15日生  8/ 4（木）
令和 2年 8月16日～31日生  8/18（木）

3歳児
� 健康診査

令和元年 7月 1日～15日生  8/ 3（水）
令和元年 7月16日～31日生  8/17（水）

▪担健康づくり課 94-4616

集団がん検診（担当へ要申込）� 9/2～30実施分

骨量測定相談会
骨量測定、健康･食事･歯科相談▪時9月30日（金）
午前9時30分～11時30分▪場市体育館◇当日受付
未病改善を推進する取り組みを実施中
未病とは、心身が健康と病気の間で連続的に変
化している状態のことです。未病改善により、
心身を健康な状態に近づけていくことが日常生
活を送る上で重要です。
県と県立病院による「未病コンディショニング

胃がん検診▪対40歳以上の人▪費1200円◇受付時間=午
前8時30分~10時30分 大腸がん検診▪対40歳以上の人
▪費500円◇受付時間=午前8時30分~11時、午後1時~�
2時30分 肺･結核検診▪対40歳以上の人▪費200円◇受付
時間=午前8時30分~11時、午後1時〜2時30分 乳が
ん検診（マンモグラフィ）▪対40歳以上の女性▪費1500円
◇受付時間=午前8時30分~11時、午後1時~2時30分 
子宮がん検診▪対20歳以上の女性▪費900円◇受付時間
=午前8時30分~11時、午後1時~2時30分

受診料免除　①70歳以上②生活保護世帯③世帯全員
が住民税非課税の人は、歯周病検診とがん検診の受
診料が免除になります。②③の人は受診日の1週間
前までに担当へ申請してください。

実施日 実施会場 検査項目
9/ 2（金） 伊勢原シティプラザ 大腸 乳 子宮

 8（木）市民文化会館◇女性
のみ、午前託児あり

胃 大腸 肺･結核 乳
子宮

14（水）湘南農協比々多支店 胃 大腸

17（土）市役所分室 大腸 乳 子宮

26（月）伊勢原シティプラザ 大腸 乳 子宮

30（金）市体育館 胃 大腸 肺･結核 乳
子宮 骨量

※□は午前のみ、■は午前･午後実施（定員に達している場合あり）。
受付時間は目安であり、実施会場や予約状況などで変動します

検診を行う順番について
胃がん検診と肺･結核検診は、男性の検診後に女
性の検診を行います。

センター」では、医療専門職の指導のもと、運
動や食事などの生活改善プログラムを実践し、
症状の改善を図ります。

今一度、感染症対策の徹底を
　7月に入り、全国各地で新規感染者数が著しく増加し、第7波といわ
れる感染拡大が起きています。現在流行しているオミクロン株「BA.5」
は、従来のものより感染者数が増加しやすいことが示唆されており、
市内でも１日で100人を超える新規感染者が確認されました。
　今一度、基本的な感染症対策を徹底し、感染しない･させないよ
う、次の行動を心掛けましょう。
◆密集、密接、密閉の一つの密でも避ける◆定期的に換気する◆手洗
いを念入りに行う◆人との距離が確保できず、会話をする場合はマス
クを着用する◆ワクチン接種を検討する※感染の不安を感じる無症状
の人は接種済みの人を含めて、検査を受けることを推奨します

ワクチンの3回目接種を受けましょう
　全国的に10代〜30代の3回目接種率が低い状況です。接種により、
幅広い変異株に対応できる基礎免疫を得ることができます。3回目
接種を行っていない人は、ワクチンのメリットとデメリット(副反
応など)を確認の上、接種をご検討ください◇2回目接種日から5カ
月以上が経過した人が接種可能です

PCR検査や抗原定性検査が無料で受けられます
　県では感染拡大傾向時の一般検査事業として、新
型コロナウイルスの無料検査を実施しています。受
検場所など、詳しくは県ホームページ、または右の
QRコードからご確認ください。
期間　8月31日(水)まで

▪担健康づくり課 92-1117

市内の患者発生状況
患者数（累計）�7134人※7月25日現在

新型コロナウイルス関連情報

　定期接種の対象年齢を過ぎて自費で接種をした人にその費用を助成します。
対　　象　平成9年4月2日～17年4月1日に生まれ、次の要件全てを満たす女性
◆令和4年4月1日時点で伊勢原市に住民登録がある◆16歳になった年度の末
日までに定期接種を3回受けていない◆17歳になる日の属する年度の初日か
ら令和3年3月31日までに国内の医療機関で組換え沈降2価HPVワクチン(サー
バリックス)、または組換え沈降4価HPVワクチン(ガーダシル)の任意接種を
受け、費用(交通費や宿泊費、文書料などを除く)を負担している◆償還払い
を受けようとする接種回数分について、キャッチアップ接種を受けていない
助成金額　予防接種に要した費用、または接種を受けた年度のHPVワクチ
ン基準単価のいずれか少ない金額
申請方法　申請書兼請求書を市ホームページ｢健康･福祉｣→｢予
防接種｣、から入手し、必要事項を記入の上、次の書類を添え
て直接市役所分室の担当へ◇右のQRコードからも入手可
◆領収書(接種の費用および回数を確認できる書類)の原本◆接
種記録が確認できる母子健康手帳、予防接種済証または接種済
みの記録がある予診票など(写し)のいずれか◆通帳の写し◆申請書および被
接種者の住所、氏名、生年月日が確認できる身分証明書の写し
申請期限　令和7年3月31日（月）
▪担健康づくり課 94-4609

　5競技を次の日程で開催します。
対象　市内小学校に在学中の人と市スポーツ少年団登録者

子宮けいがん（HPV感染症）ワクチン
を接種した人に費用を助成します

すこやか少年少女スポーツ
フェスティバルを開催

感染者が急増しています

息切れ症状のある人に
息切れを年齢のせいだと思い放置すると、ま
すます歩けなくなります。平地を急いで歩く
と息切れする、以前より歩くペースが落ちた
と感じる人は循環呼吸器病センター地域連携
室（ 045-701-9581）にご相談ください。
▪担県健康増進課 045-210-4746

市ホームページ

新型コロナウイルス感染症専用ダイヤル

0570-056774
上記番号につながらない場合
（一部IP電話など）

045-285-0536

１
を
押
す

◆診療可能な医療機関のご案内
◆発熱や咳などの症状のある人
◆感染の不安のある人
※健康や医療、COCOA、濃厚
接触者に関する相談も受け付け
ています

音
声
案
内

県専用ダイヤル（音声案内に従って操作してください）
新型コロナウイルスに関する相談窓口 24時間受付 種　目 日　程 会　場 申込先 締切

陸上競技  8/27（土） 専修大学伊勢原
総合グラウンド

スポーツ課
94-4628

8/ 8
（月）

野球（J号大会）
 9/ 3（土）･ 4（日）･
 　10（土）･11（日）･
 　19（月）

いせはらサン 
シャイン･スタ
ジアムほか

村上
090-3249-1129

8/21
（日）

野球（ジュニア大会） 9/18（日）
フットサル（U-12）  9/19（月） 市体育館

川嶋
090-2224-9474

8/ 5
（金）サッカー（U-11）  9/23（金）･25（日） 総合運動公園自

由広場サッカー（U-9） 10/ 2（日）･ 9（日）

剣道 10/16（日） 伊勢原中学校 北条
090-2455-3095

9/17
（土）

▪担スポーツ課 94-4628

県ホームページ
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伊勢原駅伊勢原駅

大山阿夫利神社下社大山阿夫利神社下社

大山ケーブル大山ケーブル

日向薬師・宝城坊

円光院

大山寺

比々多神社
（三之宮比々多神社）

洗水洗水
お通り坂お通り坂

衣裳場衣裳場

愛甲石田駅愛甲石田駅

伊勢原JCT伊勢原JCT

伊勢原大山IC

神戸神戸

比々多神社比々多神社
伊勢原駅北口伊勢原駅北口

日向薬師日向薬師

藤野入口藤野入口

大山ケーブル大山ケーブル

三の宮三の宮

石倉橋石倉橋

小田
急線

小田
急線

至小
田原

至小
田原

至
新
宿
至
新
宿

東名高
速道路

東名高
速道路

新東
名高
速道
路

新東
名高
速道
路

東京
方面
→

東京
方面
→

海老名方面→海老名方面→

名
古
屋
方
面
↓

名
古
屋
方
面
↓

小
田
原
厚
木
道
路

小
田
原
厚
木
道
路

←秦
野方
面

←秦
野方
面

大山大山
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北
条
義
時
を
は
じ
め
、
13
人
の
御
家
人

も
多
数
参
詣
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

日
向
薬
師
は
、
霊
山
寺
と
も
い
わ
れ
、

日
向
十
二
坊
と
称
さ
れ
た
よ
う
に
子
院

12
坊
を
擁
す
る
、
修し

ゅ
げ
ん験

の
拠
点
と
な
る

寺
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
明
治
3

（
1
8
7
0
）年
、
神
仏
分
離
に
よ
り
別べ

っ
と
う当

（
霊
山
寺
の
管
理
者
）で
あ
っ
た
宝
城
坊
の

み
が
寺
と
し
て
残
り
、
他
の
坊
は
帰
農
し

た
り
神
官
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

頼
朝
は
建
久
5（
1
1
9
4
）年
に
、
の

ち
の
2
代
鎌
倉
殿
・
頼よ

り
い
え家

を
支
え
る
た
め

に
定
め
ら
れ
た
十
三
人
の
合
議
制
の
メ

ン
バ
ー
6
人（
北ほ

う
じ
ょ
う条

義よ
し

時と
き

・
大お

お
え江

広ひ
ろ
も
と元

・

梶か
じ
わ
ら
か
げ
と
き

原
景
時
・
和わ

だ田
義よ

し
も
り盛

・
三み

う
ら浦

義よ
し
ず
み澄

・

八は
っ
た田

知と
も
い
え家

）と
と
も
に
宝
城
坊
を
訪
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
政
子
は
頼
朝
の
死
後
、

三
代
将
軍
実さ

ね
と
も朝

の
夫
人
と
と
も
に
参
詣
し

た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
亡
き
頼
朝
の
十
三

回
忌
で
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

日
向
薬
師
に
残
る「
破
れ
太
鼓
の
伝
説
」

　
頼
朝
が
参
詣
し
た
際
、
大
姫
の
病
気
治

癒
祈
願
の
た
め
、
富
士
の
巻
き
狩
り（
鹿

な
ど
が
生
息
す
る
場
所
を
四
方
か
ら
大
勢

で
囲
む
大
規
模
な
狩
猟
）に
使
用
し
た
大

太
鼓
を
奉
納
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
は
逸
話
が
あ
り
、
日
向
山
の
薬
師
の

お
祭
り
で
叩
く
と
、
そ
の
音
は
須す

か賀（
平

塚
市
）の
海
辺
へ
と
響
き
渡
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
響
き
で
海
に
魚
が
寄
り
つ

か
な
く
な
り
、
困
っ
た
漁
師
が
薬
師
へ
押

し
か
け
、
太
鼓
の
皮
を
破
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、
皮
を
張
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

関
東
有
数
の
重
要
文
化
財
を
後
世
に
引

き
継
ぎ
た
い

ま
た
、
平
安
時
代
中
期
か
ら
鎌
倉
時
代

前
期
に
造
ら
れ
た
本
尊
の
薬
師
三
尊
像
や

丈じ
ょ
う
ろ
く六

の
薬
師
如に

ょ
ら
い来

像
、
阿
弥
陀
如
来
像
、

十じ
ゅ
う
に
じ
ん
じ
ょ
う
ぞ
う

二
神
将
像
は
、
頼
朝
や
政
子
に
関
連
し

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
の

も
の
で
、
こ
こ
ま
で
し
っ
か
り
と
残
っ
て

い
る
の
は
関
東
地
方
で
は
か
な
り
珍
し
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
残
し
て

い
く
た
め
に
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
悠
久
の
歴
史
に
思
い

を
は
せ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

源
平
が
し
の
ぎ
を
削
っ
た
激
動
の
平
安

時
代
末
期
か
ら
本
格
的
な
武
家
政
権
に
よ

る
統
治
が
始
ま
っ
た
鎌
倉
時
代
初
期
に
生

き
、
歴
史
の
転
換
点
に
関
わ
っ
た
伊
勢
原

に
ゆ
か
り
の
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

糟か

す

や屋
有あ

り
す
え季

伊
勢
原
の
大
部
分
を
占
め
た
荘
園
の
当
主

平
安
時
代
に
藤ふ

じ
わ
ら
の原

如ゆ
き
た
か丘

が
相さ

が
み
の
か
み

模
守
と
し

て
東
国
に
下
向
し
、
そ
の
ま
ま
任
地
に
土

着
し
て
糟
屋
と
名
乗
り
ま
し
た
。
有
季
の

父
・
盛も

り
ひ
さ久

は
、
頼
朝
が
以も

ち
ひ
と
お
う

仁
王
の
令り

ょ
う
じ旨

を

受
け
て
挙
兵
し
た
石
橋
山
の
戦
い
で
は
、

平
家
方
と
し
て
大お

お
ば
か
げ

庭
景
親ち

か
の
軍
に
従
っ
て

い
ま
し
た
が
、
後
に
頼
朝
側
に
従
軍
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

頼
朝
の
死
後
、
鎌
倉
幕
府
内
の
権
力
闘

争
に
巻
き
込
ま
れ
た
悲
劇
の
武
将

有
季
は
、
源
義よ

し
つ
ね経

と
と
も
に
一
ノ
谷
の

戦
い
で
平
家
を
攻
め
、
頼
朝
の
上
洛
に
も

随
行
し
ま
し
た
。
頼
朝
が
亡
く
な
る
と
、

の
ち
に
初
代
執
権
と
な
る
北
条
時と

き
ま
さ政

を
中

心
と
す
る
北
条
氏
と
、
二
代
将
軍
頼
家
の

外が
い
せ
き戚

と
し
て
権
力
を
握
っ
た
比ひ

き企
能よ

し
か
ず員

を

中
心
と
す
る
比
企
氏
の
権
力
争
い
が
激
化

し
ま
す
。
有
季
も
能
員
の
娘
を
妻
と
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
争
い
に
巻
き
込
ま

れ
ま
す
。

そ
し
て
建け

ん
に
ん仁

3（
1
2
0
3
）年
、
比
企

の
乱
が
起
こ
り
、
能
員
が
北
条
氏
に
謀
殺

さ
れ
、
鎌
倉
の
比
企
館
が
襲
撃
さ
れ
ま

す
。
有
季
は
頼
家
の
子
・
一い

ち
ま
ん幡

を
逃
が
す

た
め
、
小
御
所
に
立
て
こ
も
り
、
敵
か
ら

命
を
惜
し
ま
れ
て
逃
げ
る
よ
う
に
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
戦
い
、
討

ち
死
に
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
季
の
子
・
有あ

り
ひ
さ久

は
、
頼
朝
の
甥
に
あ

た
る
一い

ち
じ
ょ
う条

高た
か
よ
し能

の
側
室
と
な
っ
て
い
た
姉

妹
を
頼
っ
て
上
洛
し
、
後ご

と

ば
鳥
羽
上
皇
に
仕

え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
幕
府
と
朝
廷
の

戦
い「
承じ

ょ
う
き
ゅ
う久

の
乱
」で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

元げ
ん
こ
う弘

3（
1
3
3
3
）年
に
鎌
倉
幕
府
が

倒
れ
る
と
、
市
内
全
域
に
広
が
っ
て
い
た

糟か
す
や
の屋

荘し
ょ
う

と
呼
ば
れ
る
荘
園
は
、
倒
幕
に
功

が
あ
り
、
後
に
室
町
幕
府
を
開
い
た
足あ

し
か
が利

（
源
）尊た

か
う
じ氏

に
与
え
ら
れ
ま
す
。
尊
氏
の
母

は
上
杉
氏
の
出
身
で
し
た
。
現
在
の
産
業

能
率
大
学
が
あ
る
台
地
に
上
杉
館
が
あ
っ

た
と
さ
れ
、
江
戸
城
を
築
い
た
太
田
道
灌

は
こ
の
館
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
上
粕
屋
地
区
に
は
か
つ
て
極ご

く
ら
く楽

寺じ

と
い
う
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

有
季
が
建け

ん
き
ゅ
う久

7（
1
1
9
6
）年
に
奉
納
し

た
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う（

時
を
知
ら
せ
、
民
衆
を
集
め
る

た
め
に
用
い
た
鐘
）が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
鐘
も
明
治
初
期
の
廃は

い
ぶ
つ仏

毀き
し
ゃ
く釈

に
よ
り
、
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
極

楽
寺
跡
と
さ
れ
る
あ
た
り
に
糟
屋
一
族
の

墓
と
さ
れ
る
古
い
石
塔
群
が
あ
り
ま
し
た

が
、
新
東
名
高
速
道
路
建
設
用
地
と
な
っ

た
た
め
、
現
在
は
上
粕
屋
の
洞と

う
し
ょ
う
い
ん

昌
院
に
移

さ
れ
て
い
ま
す
。

岡お
か
ざ
き崎（

三み

う

ら浦
）義よ

し
ざ
ね実

岡
崎
地
区
に
城
を
構
え
、源
氏
を
支
え
た
豪
勇

岡
崎
氏
は
、
桓
武
平
氏
の
系
統
を
引
く

三
浦
一
族
の
支
族
で
す
。
三
浦
の
衣き

ぬ

笠が
さ

（
横
須
賀
市
）の
城
主
三
浦
義よ

し
つ
ぐ継

の
四
男
、

三
浦
義
実
が
相
州
岡
崎
郷
に
城
を
築
い
て

住
み
、
地
名
を
と
っ
て
岡
崎
義
実
と
称
し

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

義
実
は
、
あ
ま
り
に
も
強
か
っ
た
た
め

に「
悪あ

く
し
ろ
う

四
郎
」と
呼
ば
れ
た
豪
傑
な
武
将
で

し
た
。
源
氏
へ
の
忠
義
が
厚
く
、
平へ

い
じ治

の

乱
で
頼
朝
の
父
・
義よ

し
と
も朝

が
敗
死
し
た
後
、

義
朝
の
館
が
あ
っ
た
鎌
倉
の
亀か

め
が
や
つ谷

の
地
に

菩
提
を
弔
う
寺
院
を
建
立
。
頼
朝
が
石
橋

山
で
挙
兵
し
た
と
き
に
は
す
で
に
69
歳
と

い
う
年
齢
で
し
た
が
、
先
陣
に
立
っ
て
平

家
と
戦
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
嫡
子
の

真さ
な
だ田

義よ
し
た
だ忠

は
、
敵
の
俣ま

た
の
か
げ

野
景
久ひ

さ
の
郎
党
に

よ
っ
て
討
た
れ
て
い
ま
す
。

義
実
は
石
橋
山
の
合
戦
以
後
も
頼
朝
に

つ
き
従
っ
て
行
動
し
、
頼
朝
と
は
主
従
を

越
え
た
公
私
に
わ
た
る
深
い
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

頼
朝
と
義
経
が
再
会
し
た
、
か
の
有
名

な
シ
ー
ン「
黄き

せ瀬
川が

わ
の
対
面
」に
も
登
場

治じ
し
ょ
う承

4（
1
1
8
0
）年
に
は
、
富
士
川

の
戦
い
に
参
陣
。
合
戦
は
源
氏
側
が
相
手

の
背
後
に
進
出
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

驚
い
て
飛
び
立
っ
た
水
鳥
の
羽
音
を
大
軍

が
き
た
と
勘
違
い
し
た
平
家
が
敗
走
し
て

終
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
戦
後
の

夜
に
、
一
人
の
青
年
が
黄
瀬
川
の
陣
に
現

れ
、
頼
朝
と
の
面
会
を
求
め
ま
し
た
が
、

そ
の
場
に
い
た
義
実
は
怪
し
ん
で
取
り
次

ご
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
騒

ぎ
を
聞
き
つ
け
た
頼
朝
が
面
会
す
る
と
、

そ
の
青
年
は
弟
の
義よ

し
つ
ね経

で
し
た
。
感
動
の

対
面
に
義
実
を
は
じ
め
と
す
る
諸
将
は
涙

を
流
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

鎌
倉
幕
府
が
成
立
す
る
の
を
見
届
け
た

翌
年
、
義
実
は
老
い
た
身
を
引
い
て
出
家

し
て
い
ま
す
が
、
岡
崎
氏
は
三
浦
の
四
棟

梁（
三
浦
･
和
田
･
佐
原
･
岡
崎
）の
一
つ

に
数
え
ら
れ
、
鎌
倉
幕
府
に
重
き
を
な
す

臣
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

義
実
が
居
城
と
し
た
と
さ
れ
る
岡
崎
城

は
、
伊
勢
原
市
の
南
東
か
ら
市
境
を
ま
た

い
で
、
平
塚
市
に
広
が
る
台
地
上
に
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

石い

し

だ田
為た

め
ひ
さ久

朝
日（
旭
）将
軍｢

木
曽
義
仲｣

を
討
ち
取
っ
た
伝
説

石
田
郷
の
地
名
を
と
っ
て
石
田
姓
を
名

乗
っ
た
石
田
為
久
も
ま
た
、
相
模
土
着
の

豪
族
で
あ
る
三
浦
氏
の
一
門
で
し
た
。
相

模
岡
崎
城
主
で
あ
っ
た
岡
崎
義
実
の
兄
、

芦あ
し
な名

為た
め
き
よ清

の
孫
に
あ
た
り
ま
す
。

寿じ
ゅ
え
い永

3（
1
1
8
4
）年
1
月
20
日
、
頼

朝
の
命
を
受
け
た
範の

り
よ
り頼

・
義
経
の
連
合
軍

は
、
い
ち
早
く
平
家
を
京
都
か
ら
追
い
出

し
、
代
わ
り
に
入
京
し
て
い
た
木き

そ曽（
源
）

義よ
し
な
か仲

を
攻
め
ま
し
た
。
宇う

じ
が
わ

治
川
の
戦
い
に

敗
れ
た
義
仲
は
、
苦
楽
を
共
に
し
て
き
た

巴と
も
え

御ご

前ぜ
ん

や
側
近
の
今い

ま
い井

兼か
ね
ひ
ら平

ら
数
人
の
部

下
と
北
陸
へ
落
ち
延
び
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
途
中
の
近
江
粟あ

わ

津づ
が
は
ら原（

滋
賀
県
大
津

市
）で
31
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

史
書
に
よ
れ
ば
、
為
久
は
三
浦
の
一
党

と
し
て
連
合
軍
に
加
勢
し
、
深
い
泥
沼
に

は
ま
り
込
ん
で
身
動
き
の
と
れ
な
く
な
っ

て
い
た
義
仲
を
見
る
や
、
弓
を
引
き
絞
っ

て
そ
の
か
ぶ
と
を
射
貫
き
、
倒
れ
た
と
こ

ろ
を
郎
党
2
人
が
駆
け
つ
け
、
首
を
取
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
功
績
か
ら
、
為
久
の

武
名
は
ま
た
た
く
間
に
全
国
に
轟と

ど
ろ

き
ま
し

た
。
こ
の
恩
賞
に
よ
り
、
為
久
は
近
江
国

室む
ろ
や
す保

を
与
え
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
今
も

滋
賀
県
長
浜
市
に
は
石
田
町
と
い
う
名
が

残
っ
て
い
ま
す
。
為
久
が
本
拠
地
で
あ
る

伊
勢
原
で
居
城
と
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

の
が
石
田
城
で
す
。
城
跡
は
石
田
の
小
字

引ひ
き
ち地

か
ら
外と

ぼ
り堀

に
わ
た
る
台
地
の
突
端
に

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、付
近
の
発

掘
調
査
で
は
確
証
を
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

為
久
以
後
の
一
族
も
、
鎌
倉
幕
府
の
御

家
人
と
し
て
こ
の
石
田
郷
を
治
め
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
宝ほ

う
じ治

元（
1
２
４
７
）年
の

宝
治
合
戦
で
、
石
田
大お

お
い
の炊

助す
け

と
い
う
人
物

が
自
害
し
て
か
ら
は
、
記
録
の
上
か
ら
石

田
氏
は
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
す
。
石
田

地
区
に
あ
る
円え

ん
こ
う
い
ん

光
院
裏
の
墓
地
に
は
、
為

久
の
墓（
供
養
塔
）が
あ
り
ま
す
。

国指定重要文化財である丈六の
薬師如来像

日
向
薬
師
・
宝ほ

う
じ
ょ
う
ぼ
う

城
坊
は
か
つ
て
の
日
向

山
霊り

ょ
う
ぜ
ん
じ

山
寺
の
一
坊
で
、
奈
良
時
代
の
霊れ

い
き亀

2（
7
1
6
）年
に
僧
の
行ぎ

ょ
う
き基
に
よ
り
開
山

さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
約
1
3
0
0
年
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
鎌
倉
幕
府
の
事
績
を
ま

と
め
た
、
わ
が
国
に
お
け
る
武
家
政
権
最

初
の
記
録「
吾あ

づ
ま妻
鏡か

が
み

」に
は
、
源
頼
朝
が
1

回
、
北ほ

う
じ
ょ
う条
政ま

さ
こ子
が
2
回
参
詣
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
頼
朝
は
寅
年
で
あ
る
建け

ん
き
ゅ
う久
5

（
1
1
9
4
）年
の
8
月
8
日
寅
の
刻（
午

前
4
時
の
前
後
2
時
間
ご
ろ
）に
、
娘
で

あ
る
大お

お
ひ
め姫
の
体
が
虎
の
よ
う
に
強
健
に
な

り
病
気
が
快
復
す
る
よ
う
に
と
参
詣
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
も
自
身
の
歯
痛

平
癒
の
た
め
、
代
理
の
者
を
参
拝
さ
せ
て

い
ま
す
。

鎌か
ま
く
ら
ど
の

倉
殿
と
呼
ば
れ
た
源
頼
朝
と
、
そ
の

御み

台だ
い
ど
こ
ろ所
で
あ
る
北
条
政
子
と
い
う
、
武
士

の
世
の
始
ま
り
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
2
人
が
あ
つ
く
信
仰
し
た
日

向
薬
師
。
内
藤
住
職
に
そ
の
逸
話
を
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

極楽寺跡とされる場所にあった糟屋一族の墓(移
設される前)

「
こ
の
世
を
ば
わ
が
世
と
ぞ
思
ふ
望も

ち
づ
き月
の
欠
け
た
る
こ
と
も
な
し
と
思
へ
ば
」

（
こ
の
世
は
、
自
分
の
た
め
に
あ
る
と
思
う
ほ
ど
満
ち
足
り
て
い
る
。
満
月
の

欠
け
る
こ
と
が
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
）と
詠
ん
だ
藤ふ

じ
わ
ら
の原
道み

ち
な
が長
の
歌
に
あ
る
よ
う

に
、
平
安
時
代
に
政
治
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
の
は
藤
原
氏
嫡ち

ゃ
く
り
ゅ
う流
の
摂せ

っ
か
ん
け

関
家（
近こ

の

衛え

家け
・一い

ち
じ
ょ
う条
家け
・九く

じ
ょ
う条
家け
・鷹た

か
つ
か
さ
け

司
家・二に

じ
ょ
う条
家け

）を
中
心
と
す
る
一
部
の
貴
族
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
土
地
を
切
り
開
き
、
農
業
な
ど
を
し
て
暮
ら
す
人
々
の
中
に
は
、

領
地
を
守
る
た
め
に
武
芸
に
励
む
者
が
現
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
人
々
か
ら
武
士
階

級
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

当
初
は
領
地
を
守
る
一
方
で
、
貴
族
に
雇
わ
れ
て
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
が
て
力
を
増
し
て
い
き
、
源
氏
や
平
氏

（
平
家
）と
い
っ
た
、
貴
族
を
し
の
ぐ
人
々
が
現
れ
ま
す
。

平
安
時
代
末
期
、
平へ

い
し
ょ
う
こ
く

相
国
や
六ろ

く
波は

ら羅
殿ど

の
と
呼
ば
れ
太
政
大
臣
と
な
っ
た
平た

い
ら
の
き
よ
も
り

清
盛

（
伊
勢
平
氏
の
棟と

う
り
ょ
う梁
）に
よ
っ
て
日
本
で
初
め
て
武
家
政
権
が
築
か
れ
、
征
夷
大
将

軍
に
も
な
っ
た
源み

な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝（
河
内
源
氏
の
棟
梁
）に
よ
り
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
武
士
が
政
治
を
行
う
政
権
は
、
江
戸
幕
府
が
大
政
奉
還
＊
を
行
う

ま
で
、
約
７
０
０
年
続
き
ま
し
た
。

箱
根
の
坂
、
足
柄
峠
よ
り
東
側
に
あ
り
、
坂ば

ん
ど
う東
と
呼
ば
れ
た
現
在
の
関
東
地
方

に
あ
る
こ
の
地
に
も
、
源
氏
ゆ
か
り
の
場
所
が
あ
る
ほ
か
、
歴
史
を
動
か
し
た
人

物
が
い
ま
し
た
。
県
内
屈
指
の
重
要
文
化
財
を
誇
る
な
ど
、
歴
史
と
文
化
に
彩
ら

れ
た
伊
勢
原
市
。
今
号
で
は
、
そ
の
平
安
時
代
末
期
〜
鎌
倉
時
代
初
期
に
注
目
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

日向薬師 住職日向薬師 住職  

内内
ないとうないとう

藤藤  京京
きょうすけきょうすけ

介介さん（43歳）さん（43歳）

市
内
に
は
、
頼
朝
に
関
連
し
た
伝
承

や
地
名
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
庶
民
に
広
ま
っ
た
納お

さ

め
太だ

ち刀

江
戸
時
代
、
と
び
な
ど
の
職
人
た
ち

が
巨
大
な
木
太
刀
を
江
戸
か
ら
担
い
で

運
び
、
滝
で
身
を
清
め
て
か
ら
奉
納

し
、
山
頂
を
目
指
す
納
め
太
刀
が
流
行

し
ま
し
た
。

頼
朝
が
平
家
を
打
倒
す
る
た
め
挙
兵

す
る
に
あ
た
り
、
武
運
祈
願
の
た
め
、

太
刀
を
納
め
た
こ
と
が
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

納
め
太
刀
は
江
戸
庶
民
に
も
広
く
浸

透
し
、
職
や
地
域
ご
と
に
講
と
呼
ば
れ

る
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
頼
朝
の
故
事
に

な
ら
い
、
木
太
刀
を
担
い
で
、
大
山
の

麓
の
宿
坊
ま
で
の
約
70
キ
ロ
を
2
日
・

3
日
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

最
初
は
小
さ
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
次
第
に
よ
り
立
派
な
木
太
刀

を
納
め
た
い
と
の
世
相
が
広
が
り
、
大

き
さ
や
造
形
に
力
を
入
れ
る
講
が
増
え

ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
頼
朝
は
建
久
3（
1

 
1
 9 

2
）年
に
、
子
の
実
朝
の
出
産
に
際

し
、
安
産
祈
願
の
た
め
、
大
山
寺
と

霊
山
寺
、
三さ

ん
の
み
や
か
ん
む
り

宮
冠
大だ

い

明み
ょ
う

神じ
ん（

比
々
多
神

社
）に
神し

ん
馬め（
神
の

乗
り
も
の
と
す
る

馬
）を
奉
納
し
て

い
ま
す
。

伝
承
か
ら
残
る
地
名
や
場
所

洗あ
ろ
う
ず水

頼
朝
一
行
が
日
向
薬
師
参
詣
の
際

に
、
渋
田
川
で
人
馬
を
洗
い
清
め
た
こ

と
か
ら
字あ

ざ
め
い名

が
付
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
辺
り
ま
で
が
鎌
倉
時
代
頃

の
日
向
薬
師
の
境
内
だ
っ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

おお
と
う
ざ
か

通
り
坂

洗
水
に
あ
る
諏す

わ訪
神
社
前
の
急
坂
を

「
お
と
う
坂
」と
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
は

お
通
り
坂
が
訛な

ま

っ
た
た
め
に「
お
と
う

ざ
か
」と
い
わ
れ
る
説
や
、
諏
訪
神
社

の
お
堂
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら「
御み

ど
う堂

坂ざ
か

」

が「
お
と
う
ざ
か
」に
な
っ
た
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
。

頼
朝
や
政
子
、
実
朝
の
夫
人
な
ど
が

日
向
薬
師
参
詣
の
た
め
に
お
通
り
に
な

る
と
い
う
の
で
、
今
の
諏
訪
神
社
の
そ

ば
を
削
り
取
っ
て
参
詣
道
を
新
し
く
整

備
し
た
そ
う
で
す
。

馬ば
ん
ば場 

※
明
確
な
場
所
は
不
明

頼
朝
の
随
兵
た
ち
の
馬
を
つ
な
い
だ

場
所
と
い
わ
れ
、
日
向
山
の
山
伏
た
ち

の
馬
術
の
訓
練
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
藤
野
入
口
バ
ス
停
近
く
に
は

頼
朝
が
馬
を
つ
な
い
だ
と
い
わ
れ
る

「
駒
つ
な
ぎ
の
松
」が
あ
り
ま
す
。

衣い

し

ば
裳
場

日
向
薬
師
へ
向
か
っ
て
い
く
途
中
の

仁
王
門
に
上
が
る
階
段
前
の
場
所
の
こ

と
で
す
。

頼
朝
が
参
詣
の
際
、
こ
こ
で
旅
装
を

脱
ぎ
白
装
束
に
衣
装
を
変
え
て
薬
師
如

来
を
拝
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

初
代
鎌
倉
殿「
源
頼
朝
」に
ま
つ
わ
る
物
語

初
代
鎌
倉
殿「
源
頼
朝
」に
ま
つ
わ
る
物
語

昭和期に建てられた石田
為久の墓

多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
、鎌
倉
時
代
の
遺
跡

多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
、鎌
倉
時
代
の
遺
跡

秀
峰
大
山
の
玄
関
口
に
構
え
た
中
世

の
館
跡

　
16
年
前
か
ら
、
新
東
名
高
速
道
路
周

辺
で
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
で
は
、
当
初
は
太
田

道
灌
や
上
杉
定さ

だ
ま
さ正

に
関
わ
る
時
代
の
文

化
財
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
い
ざ
発
掘
す
る
と
鎌
倉
時

代
の
も
の
も
で
て
き
ま
し
た
。
子こ

易や
す

・

中な
か
が
わ
ら

川
原
遺
跡
や
神か

み
な
り成

松ま
つ

遺
跡
、
上
粕

屋
・
子
易
遺
跡
で
は
鎌
倉
時
代
の
館
跡

と
そ
の
周
り
か
ら
は
堀
と
思
わ
れ
る
溝

も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
の

館
跡
は
確
認
例
が
少
な
く
、
ま
れ
に
み

る
発
見
と
い
え
ま
す
。
霊
峰
大
山
と
う

た
わ
れ
、
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た

山
の
麓
に
あ
え
て
館
を
置
け
た
こ
と
か

ら
も
、
当
地
域
を
治
め
た
糟
屋
氏
と
の

関
係
が
う
か
が
え
ま
す
。

考
古
学
の
見
地
か
ら
見
た
糟
屋
氏

　
糟
屋
氏
は
比
企
の
乱
で
敗
れ
て
か
ら

衰
退
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
糟
屋
氏
の
分

家
で
残
っ
た
人
た
ち
が
2
代
執
権
・
北

条
義
時
の
嫡
流
で
あ
る
得
宗
家
の
身
内

人
に
な
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
も
史
実
で
は
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
発
掘
調
査
で
も
こ
の
こ
ろ
の
遺
跡

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
考
古
学
で
は
、
土
器
や
石
器

が
多
く
出
土
し
て
も
、
名
前
が
書
い
て

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
個
人
を
特
定

す
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
れ
で
も
想
定
の
域
で
、
あ
れ
こ
れ
考

え
な
が
ら
議
論
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
歴

史
研
究
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

新
東
名
高
速
道
路
や
厚
木
秦
野
道

路（
国
道
2
4
6
号
バ
イ
パ
ス
）、
県
道

6
0
3
号（
上
粕
屋
厚
木
）の
工
事
に
伴

い
調
査
さ
れ
た
遺
跡
か
ら
は
、
旧
石
器

時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
も
の
ま
で
、
多

く
の
文
化
財
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

県
内
の
発
掘
調
査
に
か
か
わ
る
公
益

財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
調
査

研
究
部
の
松
葉
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

かながわ考古学財団
調査研究部 

松
ま つ ば

葉 崇
たかし

さん（46歳）
遺構(建物の柱穴など)をマークする発掘現
場の様子

かながわ考古学財団 提供かながわ考古学財団 提供

神成松遺跡の方形館跡。周囲に溝が掘られ
ています

かながわ考古学財団 提供かながわ考古学財団 提供

日向薬師の大太鼓※非公開のため
実物は見ることができません

＊
江
戸
幕
府
15
代
将
軍
の
徳と

く
が
わ川

慶よ
し
の
ぶ喜

が
政
治
を
行
う
権
利
を
朝
廷
に
返
し
た
こ
と

「鎌倉殿」と伊勢原の文化財特設サイトを公開中
　源頼朝に関わりのある伊勢原ゆかりの人物や
寺社などを中心に歴史や文化財を
紹介しています。詳しくは市ホー
ムページ「『鎌倉殿』と伊勢原の文
化財」特設サイト、または右のQR
コードからご覧ください。
担教育総務課 74-5109

特設サイト

文化財を見学する際はマナー
を守りましょう
　史跡を傷つけることは犯罪
です。また、喫煙や飲食をし
ながらの見学はしないでくだ
さい。近隣に配慮し、ゴミは
必ず持ち帰りましょう。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
と
現
在
地
と
県
内
に
あ

る「
鎌
倉
殿
」ゆ
か
り

の
地
の
位
置
情
報
が

連
動
し
、
音
声
ガ
イ

ド
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
◇
利
用
者
の
コ
メ
ン
ト
や
ゆ
か

り
の
地
の
情
報
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す

対
象
と
な
る
場
所（
市
内
）　
◆
大
山
◆

三
之
宮
比
々
多
神
社
◆
日
向
薬
師

担
商
工
観
光
課

94
‒
４
７
２
９

観
光
音
声
ガ
イ
ド
w
e
b
ア
プ
リ「
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い

音声ガイド



▪時日時　▪場場所　▪対対象　▪定定員　▪費費用　▪申申し込み　▪締締め切り
▪問問い合わせ　▪担担当　　 電話番号　 FAX番号　 メールアドレス

※�費用の記載がないものは原則無料です。お問い合わせは各担当へ、郵送は「〒259-1188伊勢原市役所◯◯◯課」で届きます（住所の記入は不要です）
※催しなどの対象は原則、市内在住･在勤･在学の人です

掲 示 板
第1250号　令和4（2022）年8月1日第1250号　令和4（2022）年8月1日 67

プラネタリウム投影番組
8月14日（日）まで

天体観察会「クーデの日」☆
望遠鏡で惑星や星雲･星団を観察▪時8
月5日（金）①午後7時30分～8時②午
後8時～8時30分▪定各回2組（1組5人ま
で、申込多数の場合は抽選）▪申8月3
日（水）午前9時～午後5時に電話で※
中学生以下は保護者同伴。雨天･曇
天時は中止

メダカ相談会
日本メダカ協会の会員による飼育方
法や生態についての相談会▪時8月16
日(火)･23日(火)午前10時30分～正午

メダカ教室
雌雄判別や飼育方法などを知る◇持
ち帰り可能なメダカ
すくい体験あり▪時8月
16日(火)午後1時～1
時30分▪対4歳～中学生と保護者10組
(申込順)▪申8月3日(水)午前9時から電
話か直接担当へ※3日は電話のみ

8 月 の 相 談 ※費用はすべて無料、★印は要予約

①市民相談室②伊勢原シティプラザ③市役所分室

ヤマビル被害に注意を
ヤマビルは山林や里山などに生息し
ています。春から秋にかけて活発に
活動し、人の呼吸や体温などを感知
して付着し吸血します。野外活動を
する時は服装の隙間をなくし、足回
りに食塩水や市販の忌避剤を塗布し
ておきましょう。吸血された場合は、
消毒用エタノールや食塩などをかけ
て除去し、傷口を指でつまんでヒル
の唾液成分を絞り出し、消毒してば
んそうこうを貼るなどの手当てをし
てください。また、ヤマビルは日当
たりの良い場所や乾燥を嫌うことか
ら、草刈りや落ち葉かきなど、周辺
環境の手入れをすることにより被害
を予防することができます。
▪担農業振興課 94-4664

国民健康保険加入者へ 交通事故で
の治療は まず届け出を
交通事故や他人の飼い犬にかまれた
など第三者による行為で受けた傷病
の医療費は、加害者が負担するのが
原則です。保険証を使って治療を受
けるには各保険者への届け出が必要
です。届け出前に加害者と示談を済
ませてしまうと、保険証での治療が
受けられなくなる場合があります。
国民健康保険加入者は、市役所1階
の担当に届け出をしてください。必
要書類など詳しくは、担当にお問い
合わせください。
▪担保険年金課 94-4728

福祉のいずみ基金の果実配分
福祉事業を行う団体に基金の運用で
生じた利子を配分します▪対①障がい
者や福祉援護が必要な人とその家族
で構成される団体②市内に活動拠点
があり、社会福祉事業を行う団体（営
利･政治･宗教活動目的を除く）③設
立後3年以上の活動実績がある団体
◇対象経費＝継続的に実施する事業
に係る経費（人件費や食料費、運営費
は除く）、福祉の向上を目的とした
事業に係る経費◇配分額＝1団体30
万円以内▪申市役所1階の担当で配布
する申請書に記入し直接担当へ▪締8
月30日（火）
▪担福祉総務課 94-4719

児童扶養手当現況届の手続きを
児童扶養手当を受けている人（支給
停止中の人を含む）は、資格更新が
必要です。必要書類を持参し、市役
所1階の担当で手続きをしてくださ
い。提出書類など詳しくは担当へ▪締
8月31日（水）
▪担子育て支援課 94-4633

公園愛護会を募集
地域住民やグループで、公園の清掃
や花壇の管理などを行います。美化
活動を通じて地域の絆を深め、住み
よいまちをつくりませんか◇活動場
所＝市内の都市公園か担当が管理す
る緑地◇報奨金または消耗品の支
給、花苗の提供あり▪申電話で担当へ
▪担みどり公園課 94-4759

宝くじ助成金で備品を購入
宝くじの社会貢献広報事業で、宝く
じの受託事業収入を財源としたコ
ミュニティ助成金を消防団活動に必
要な備品整備に活用しました。

▪担消防総務課 95-9143

放送大学10月入学生を募集
テレビ放送やインターネットを利用
して授業を行う通信制の大学▪締【第1
回】8月31日（水）【第2回】9月13日（火）
▪問放送大学神奈川学習センター
045-710-1910

▪担社会教育課 93-7500

8/10 全国一斉Jアラート試験放送
国から発信される大地震などの緊急
情報を確実に伝達するため、防災い
せはらのスピーカーからチャイムと
音声が流れます※サイレン音はなし
▪時8月10日（水）午前11時※中止の場合
は市ホームページ、くらし安心メー
ルでお知らせします
▪担危機管理課 94-4865

自衛官を募集
国の防衛や災害派遣、平和協力活動
などを行う自衛官を募集。詳しくは
問い合わせ先へ。
▪問神奈川地方協力本部平塚地域事務
所 22-5547
▪担人権･広聴相談課 94-4717

住宅用火災警報器の設置と維持管
理をお願いします
全ての住宅に住宅用火災警報器の設
置が義務付けられています。設置し
ていた場合、未設置の場合と比べて
死者数が半減し、焼損面積や被害額
は大幅に減少するという結果がでて
います。住宅用火災警報器の寿命は
概ね10年です。定期的に作動確認を
行い、電池切れや機器本体故障の場
合は速やかに電池や機器本体を交換
してください。
▪担消防本部予防課 95-2118

利用基準や休館日を変更している場合があります。詳しくは各施設へ。 ●市内の交通事故件数●

伊勢原警察署調べ （　）内は前年比

市･県民税普通徴収････････2期分
国民健康保険税･･･････････5期分
介護保険料･･･････････････5期分
後期高齢者医療保険料･････2期分
清掃手数料（し尿）･･･････6･7月分

●納期のお知らせ●8/1〜31

納期限 8月31日（水）図書館 8/1･3･8･12･15･22･29
子ども科学館 8/1･3･8･12･15･22･29
市民文化会館 8/1･8･15･22･29
公民館 8/1･8･11･15･22･29 ※中央公民館は8/11・29以外は開館

※大田公民館は8/1･15開館
市体育館 8/1･8･15･22･29
いせはらサンシャイン・スタジアム 8/1･8･15･22･29
武道館 8/1･8･15･22･29
行政センター体育館・弓道場 8/8･22 ※体育館は10/31まで一般利用を休止

講座・教室
イベントなど

認知症サポーターステップアップ
研修
地域で活動するオレンジパートナー
を目指す◇講話と当事者のインタ
ビュー動画の視聴あり▪時9月14日（水）
午後1時～4時▪場市民文化会館▪対認知
症サポーター養成講座を受講済みの
人100人（申込順）
▪担介護高齢課 94-4725

訪問型サービス従事者養成研修
高齢者の生活支援に特化したホーム
ヘルプサービスの資格を取得する▪時
9月28日（水）、10月5日（水）･12日（水）
の全3回、午前10時～午後3時▪場市民
文化会館▪対市内在住で18歳以上の人
20人（申込順）▪申電話か直接市役所1
階の担当へ▪締9月7日（水）
▪担介護高齢課 94-4725

保育所就職説明会inいせはら
市内の私立保育所が一堂に集まる就
職相談会。各保育
所がブースを出展
し、園の雰囲気や
仕事の様子、勤務
条件などを伝えます。保育士以外に
も栄養士や給食調理員、看護師など、
保育所のさまざまな仕事について相
談できます◇専門の資格が無くても
参加可能で申込み不要▪時8月27日（土）
午後1時30分〜4時▪場中央公民館
▪担子ども育成課 94-4638

上級救命講習会
心肺そ生法やAED（自動体外式除細
動器）の使い方を学ぶ◇修了証の発
行あり、再受講可▪時9月9日（金）午前
9時～午後5時▪場コミュニティ防災セ
ンター（南分署）▪対中学生以上の人18
人（申込順）▪申市ホーム
ページ「防災･消防･救
急」→「救命講習」、また
は右のQRコードから電
子申請▪締9月1日（木）
▪担警防救急課 95-9144

夏の折り紙教室
さまざまな題材の作品を折る▪時8月
17日（水）･24日（水）の午後1時30分～
4時▪場大田公民館▪定各日5組（1組3人
まで。申込順）▪申8月1日（月）午前9時
から電話か直接担当へ
▪担大田公民館 95-4375

92-3500

図書館ミニギャラリー
写真サークル「写

しゃ

嶺
れい

同
どう

」写真展
▪時8月5日（金）～14日（日）

おはなしばる～ん（乳幼児向け）
▪時8月23日（火）午前11時～11時30分
▪定20人（申込順）

野の会による視覚障がい者向け対
面朗読サービス
希望する人は電話で申し込みを。

伊勢原市立図書館朗読会
森
もり

絵
え

都
と

「出会いなおし」、東
ひがし

直
なお

子
こ

「マッ
サージ」▪時8月25日（木）午後2時～3時
30分▪定20人（申込順）▪申図書館ホーム
ページ「イベント」→「図書
館の朗読会」から電子申
請、または電話で◇右の
QRコードからも申請可

バリアフリー映画会
「重力ピエロ」を上映◇音声ガイド･
字幕付き▪時9月14日（水）午前10時～
正午▪定30人（障害者手帳を持ってい
る人優先）▪申電話かレファレンスカウ
ンターへ※障害者手帳をお持ちの人
はFAX（ 92-3501）でも可

92-3600

市指定の避難所の位置や開設状況、混雑状況が確認
できます。右のQRコードを読み込み、いつでもアク
セスできるようにお気に入り登録しておきましょう

避難所混雑情報
システム

6月 1~6月
発　　生 20 113（－ 7）
死　　者  0   0（－ 1）
負傷者計 27 134（＋ 1）

内
訳

重傷  1  2（± 0）
軽傷 26 132（＋ 1）

会場 相　　談 日　時 担　当

①

税務相談★ 16日（火）13：00～16：00

人権･広聴相談課
94-4717

法律相談★
（予約は相談日の週初めから）

 5日（金）･12日（金）･19日
（金）･26日（金）13：00～16：00

行政相談★ 17日（水）13：30～16：00
不動産相談★ 18日（木）13：30～16：00
司法書士相談★ 25日（木）13：00～16：00

行政書士相談★  8日（月）･22日（月）
13：30～16：00

社会保険労務士相談★ 10日（水）13：30～16：00
人権相談★ 15日（月）13：30～16：00 94-4716

消費生活相談 月～金曜日9：30～12：00、
13：00～16：00

消費生活センター
95-3500

マンション管理相談★
▪締19日（金） 24日（水）13：00～16：00 建築住宅課 94-4782

②
成年後見などの行政書士相談★ 10日（水）13：00～15：00

成年後見･権利擁護推
進センター 94-9600高齢者･障がい者などの法律

相談★ 17日（水）16：00～18：00

③ 精神保健福祉・認知症相談★  4日（木）･18日（木）
13：30～16：30

平塚保健福祉事務所
秦野センター
保健予防課 82-1428

■主な施設の休館日

電話番号のおかけまちがいにご注意ください

新型コロナウイルス感染症の影響で、イベン
トなどが中止となっている場合があります

●● イ ベ ン ト ●●

●クラフト教室
木片や小枝、木の実などを使った工
作教室▪時8月21日（日）午前10時～正
午▪場いせはら塔の山緑地公園▪対小学
生以上の人10組（申込順、小学校3年
生以下は保護者同伴）▪費1人300円
▪問いせはら塔の山緑地公園

95-5551
●早朝テニススクール（大人対象）
テニスを楽しく始めましょう◇詳し
くは伊勢原市テニス協会ホームペー
ジをご覧ください▪時9月4日（日）･11日
（日）･18日（日）･24日（土）、10月2日
（日）の全5回午前6時～8時▪場チャン
ピオンすずかわテニスコート（鈴川
公園）▪対テニス未経験者、経験3年以
内の初心者20人（申込順）▪費1回1000
円▪申電子メールで
▪問田中 090-5786-3706

isehara_t_1979@yahoo.co.jp

●伊勢原室内管弦楽団演奏会
アニメソング･ウイリアムテル序曲・
田園第5楽章ほか▪時8月13日（土）午後
2時～▪場市民文化会館小ホール◇入
場自由
▪問米山 090-2752-4671
●杖

じょう

道
ど う

体験教室
基本動作･形を稽古し健康に▪時9月4
日（日）午前9時～正午▪場市立武道館
▪対18歳以上の人20人▪申電話かショー
トメッセージで▪締8月25日（木）
▪問伊勢原相

そう

武
ぶ

会
かい

･代
しろ

田
た

090-8778-4412

●● 会 員 募 集 ●●

●大根中国語同好会
中国人講師から会話（発音）と文章作
成を学ぶ◇時間など詳しくは問い合
わせ先へ▪時月4回日曜日▪場広畑ふれ
あいプラザ（秦野市下大槻）▪費入会金
1000円、月2500円
▪問山本 91-4918

yamamoto5203@yahoo.co.jp
●水曜卓球会
初心者･シニア経験者大歓迎▪時毎週
水曜日午後7時〜9時▪場中央･大田公
民館▪対高校生以上の人▪費年2000円
▪問飯塚 090-1045-9140

災害現場などで使用するチェーンソーを9基整備 電子申請ページ

　市が行う子育て支援事業に協力いただく、子育てサポーターとファ
ミリー･サポート･センター支援会員の養成講座を開催します。
　あなたの知識や経験を生かして、一緒に活動しませんか。

と　　き　10月6日（木）～21日（金）のうち7日間程度
と こ ろ　市役所2階2C会議室ほか
研修内容　�保育の基本や子どもの発達、小児看護の基礎知識、安全へ

の配慮、食育の重要性、遊びを通じた子育てなど
対　　象　市内在住の人
申し込み　�電話で担当にお申し込みください◇託児を希望する人は事

前にご相談ください
締め切り　9月22日（木）

子育て応援ボランティアを募集

子育てサポーター
　親子が集まる「つどいの広場」や「子育てひろば」などに出向い
て、子育て中のお母さんの話を聞いたり、子どもと遊んだりする
ボランティアです。離乳食教室の手伝いなども行います。修了者
には認定証を交付します。
ファミリー･サポート･センター（支援会員）
　保育施設などへの送迎や子どもの預かりなど、子育てのお手伝
いをする有償ボランティアです。修了者には会員証を交付します。

▪担ファミリー･サポート･センター事務局（市役所分室内） 74-5596

地域で育てる、みんなの宝

企業版ふるさと納税で個室型授乳室
を本庁舎１階に設置しました

　日常生活での運動を中心に、年間を通して楽しく活動できるよう東
海大学の各分野の専門家が指導します。詳しくは担当へお問い合わせ
いただくか、市体育館や各公民館で配布するチラシをご覧ください◇
この事業は市と東海大学との提携事業です
主な内容と日程（令和4年9月～5年4月実施）

対　象　医師から運動制限を受けていない人
費　用　�年会費1000円に参加費（表参照）がかかります※ウイークデー

スポーツ教室は参加費のみ
申込み　�住所、氏名、年齢、電話番号、受講希望教室を明記して電子

メール、または電話で担当へお申し込みください
▪担スポーツ課 94-4628 sports@isehara-city.jp

教室名（内容） 日　程 会　場 定　員
（申込順） 費　用

市民健康スポーツ大学
（健康や介護予防、福祉
制度などについての講義
と、体操やニュースポー
ツなどの運動）

毎回土曜日･全11回 
9：30～正午
◆開校式＝9/17
◆閉校式＝4/15

東海大学
伊勢原校舎 40人 2000円

ウイーク
デース
ポーツ教
室（いずれ
も全8回）

シニア筋力
トレーニング
（初級）

9/ 6～12/20の毎回
火曜日・全8回
13：30～14：30

市立武道館 各15人 各2000円

1/17～ 4/18の毎回
火曜日・全8回
13：30～14：30

シニア筋力
トレーニング
（中級）

1/17～ 4/18の毎回
火曜日・全8回
14：45～15：45

シニア筋力
トレーニング
（初級･中級）

 9/6～12/20の毎回
火曜日・全8回
14：45～15：45

東海大学健康クラブの参加者を募集

　感染症の影響で催しなどを中止・
延期する場合があります。詳しくは
各担当か市ホームページで確認を。
　イベントなどに参加する際は、検
温やマスク着用、手洗いなどの予防
対策にご協力ください。

　企業版ふるさと納税(地方創生
応援税制)で、日本発条株式会社
からいただいた寄附金を活用し、
本庁舎1階総合案内横に移動可能
な個室型授乳室を設置しました。

▪担管財契約検査課 94-5020

科学工作教室｢自由な発想でオリ
ジナルのクルマを作ろう｣
日産自動車で働くプロのモデラーの
アドバイスを受け、車の模型を作る
▪時8月26日(金)午後2時～4時▪対小学生
と保護者10組(抽選)▪申8月3日(水)～7
日(日)の午前9時～午後5時に電話か
直接担当へ※3日は電話のみ

みんなの伝言に掲載を希望する人
は、掲載希望号発行日の2カ月前
から1カ月前までに書面で広報戦
略課へ。先着順に受け付けます。

8月16日（火）から

○＝�親子･一般向け番組「ぼのぼの 宇宙から
来たともだち」

★＝�親子･一般向け番組「ダイナソーアート 
恐竜絵師が描く復元画の世界」

◎＝�親子･一般向け番組「オトッペのウキウキ
オトペタリウム 星座に音をつけようYO!」

□＝�親子･一般向け番組「ワク･ドキ！探険　
大宇宙」※市立中学生は無料で観覧可能

土･日曜日、祝日 10:30◎/13:30★/
15:30□

火～木曜日 13:30★/15:30□

土･日曜日、祝日 10：30〇/13：30★/
15：30◎

火～木曜日 13：30★/15：30◎

電子申請ページ

大人 小•中
学生

4歳以上
小学生未満 4歳未満

入館料 300円 100円 無料
無料

観覧料 500円 200円 200円
※入館料は展示室利用料、観覧料はプラネタリ
ウム利用料です
☆印は入館料･観覧料がかかりません



『いせはら　くらし安心メール』の登録 
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市内4中学校の3年生を対
象に募集した、中学生平和
作文（応募総数669点）で優
秀賞に選ばれた4人の生徒
に①あなたが考える平和と
は②日常生活を送る中で平
和を感じる場面について、
お聞きしました。

受賞作品｢雨上がりの虹を求めて｣中沢中学校 今
い ま い

井 陽
は る か

香さん

①世界中の人々が明日への希望をもち、前を向いて生き
ていけることだと思います。この世界に住む一人一人が
平和の感覚を統一できたときこそ、本当の意味で平和な
社会が訪れるのではないかと、私は思っています。
②友達とささいなことで笑い合っている時です。どん
なに嫌なことがあっても仲の良い人と話せば自然と心
が楽になります。心から笑えている瞬間に、とても平
和を感じます。

広報いせはら特別企画

受賞作品｢戦争のない世界を目指して｣山王中学校 矢
や も と

本 はなさん

①戦争や紛争が無く、全ての人が人権を侵害されるこ
とのない穏やかな状態です。しかし、平和とは、人に
よって定義が違うので、一人一人が自分の考える平和
に向けて積極的に行動していくことが、世界を平穏に
することにつながっていくと思います。
②当たり前のように登校し、友達や家族と何げないこ
とで笑い合い、毎日ご飯を食べ、習い事をし、好きな
ことができる。そうした時に｢平和だな｣と感じます。

受賞作品｢平和のために僕らにできること｣成瀬中学校 須
す ど う

藤 寿
し ゅ う

友さん

①戦争や紛争で、悲しい思いをする人がいない状態で
す。お互いを差別することなく、貧困で苦しむ人がい
ない。人々が互いのことを考える優しい気持ちがある
世の中が理想です。誰もが希望を持って生きていける
社会になればと思います。
②毎日、健康で元気に学校に通うことができ、友達と楽
しく学校生活を過ごし、家族で食事をしながら談笑して
いる時です。テレビのニュースなどで和やかな内容の映
像を見ている時にも日常のありがたさを感じます。

受賞作品｢平和｣伊勢原中学校 廣
ひろやま

山 悠
ゆう

さん

①誰一人として不満を抱かないような世の中のことで
す。不満がなければ戦争などの争いごとはなくなって
いきます。そうすれば私たちが生きている、この社会
はもっと素晴らしいものになると思います。
②最近、この日常が平和だなと感じるようになりまし
た。暗いニュースをテレビで目の当たりにしたり、社会
の授業で悲惨な戦争のことを学習したりすると、今こう
して私たちが当たり前に生きていられること自体が平和
だと思うからです。

畑を走り抜ける小田急ロマンスカーに、手を振る少女
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